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１．「オールしまね社協ブランド」の構築に取り組む背景 
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２．「オールしまね社協ブランド」構築の目的・方策・効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

オールしまね社協ブランド 

□地域福祉の中核を担う専門機関として、差別化され、 

認知度が高まる 

□社協に対する愛着心や信頼が生まれる 

□知名度の向上により、連携・協働の機会が増える 

□優秀な人材が確保でき、離職率が下がる 

□善意（寄付金など）が集まりやすくなる 

□役職員の一体感が高まり、モチベーションアップにつながる 

□役職員が行動し判断するときの指針が明確になる 

□社協が取り組む事業に対する 

理解や共感、信頼が深まる 

□社協を応援したくなる 

□社協が取り組む事業に参加・協

力・支持が得やすくなる 

 社 協 県民（住民）・福祉関係者・ 

行政・企業・関係機関等 

ビジョン 

ミッション 

行動方針 

ビジョンの実現に向けた県内すべての社協に 

共通する社会的な使命・役割（ミッション） 

県内すべての社協が目指す社会の状況や状態

（ビジョン） 

ビジョンやミッションを果たす際に県内社協役

職員が大切にすべき行動方針 

 社協内ブランディング  社協外ブランディング 
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３．県内の 20 社協が共有する「ビジョン」「ミッション」「行動方針」 

 

【全国社会福祉協議会から示された社協がめざすべき方向性や方針等】 

 
 
 

 

 

【社協の価値＝ビジョン、ミッション、行動方針】 

 

 

 

 

 

 

誰もが、住みなれた地域で、互いに支え合いながら、安心して、 

生きがいを持ち、自分らしく暮らしていける島根（まち）づくり 

・住民主体の地域福祉活動の実践 ・社協らしい個別支援の実践 

・地域福祉を進める人材の育成  ・行政とのパートナーシップの構築 

・つなげる ・受け止める ・挑戦する 

・「新・社会福祉協議会基本要項」（平成 4 年 4 月） ・「社協職員行動原則」（平成 23 年 5 月） 

・「社協・生活支援活動強化方針（行動宣言と第 2 次アクションプラン）」（平成 29 年 5 月） 

・「全社協福祉ビジョン」（令和 2 年 2 月） 
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４．「オールしまね社協ブランド」構築に向けた展開   
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【事業・活動の情報発信の内容】 
 

 事業・活動の例 
①相談支援 ○属性や世代を問わない包括的な相談支援 

○アウトリーチを通じた継続的な支援 
○様々な関係者や組織団体と協働する「連携・協働の場」づくり 
○制度の狭間や課題が複合化、複雑化したケースへの対応 

②参加支援 ○多様な社会参加・就労の支援  ○権利擁護支援 
○住まいの確保のための支援 

③地域づくりに
向けた支援 

○今日的な地域生活課題を素材とした福祉教育の展開・推進 
 ※(参考)R3.4 県社協に委員会を設置し「学校と社協が協働した体系的な 

ふくしの学び」について検討、R5 モデル事業実施予定 

○世代や属性を超えて交流できる場や居場所づくり 
○地域生活課題を踏まえた政策提言等のソーシャルアクション 
○住民による見守り活動や食事・移送・買い物等の生活支援サービ

スの推進・支援 
※情報発信にあたって、「多機関協働」「アウトリーチ」の視点を重視するとともに、行動方針

（｢つなげる」「受け止める」「挑戦する」）に基づき事業や活動に取り組んでいることが伝わる

ように努めます。 
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【発信する情報について】 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○タイトル、団体名、文字数：400 字程度 

○事業や活動の様子がわかる写真  

○事業や活動の内容（記載内容例） 

・事業や活動を始めたきっかけや背景  

・事業や活動のねらいや想い 

・事業や活動の内容（参加者・対象者、場所・対象エリア、時期・時間、 

連携している団体、工夫した点など） 

○事業や活動の効果（記載内容例） 

・ 実施して「よかったこと」、「難しかったこと」（できるものは数値化） 

・ 関わった団体、人からの反応   

・ 課題やこれからの予定 

・ 県民、市民へのメッセージ 
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【「オールしまね社協ブランド」構築の展開イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広報戦略のイメージ】 
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社協・生活支援活動強化方針 しまね版第2次アクションプラン（平成30年3月）抜粋

（参考）
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「オールしまね社協ブランド」の構築に関する検討経過 
 

期日 地域福祉推進委員会 オールしまね社協ブランディング検討会 

令
和
元
年
度 

9 月 12 日  検討会設置 

11 月 26 日  第 1 回検討会開催 

・講義「ブランドとはそもそも何か」 

モジョコンサルティング 合同会社  

代表 ⾧浜 洋二 氏 

・検討会 

（1）検討会設置目的と検討内容、今後

の進め方について 

（2）社協ブランドについて(意見交換) 

12 月 6 日  市町村社協に対し「社協ブランド（らし

さ）イメージアンケート」の実施 

2 月 13 日  第 2 回検討会開催 

（1）「社協ブランド」イメージアンケー

トについて 

（2）次年度計画について 

2 月 第 2 回委員会開催 

検討会の実施状況につい

て確認（文書審議） 

 

令
和
２
年
度 

12 月 21 日  第 1 回検討会開催 
（1）これまでの取組状況について 
（2）ブランディングの考え方について 

2 月 5 日  第 2 回検討会開催 
（1）ブランディングの考え方について 
（2）第 2 次アクションプランの実践状況

について 

3 月 4 日 第 2 回委員会開催 

｢オールしまね社協ブラン

ドの構築、浸透・深化」に

ついて、検討会の状況やそ

の考え方や進め方等につい

て確認 

 

 

 

12



 

 
期日 地域福祉推進委員会 オールしまね社協ブランディング検討会 

令
和
３
年
度 

6 月 21 日  第 1 回検討会開催 

（1）「オールしまね社協ブランド」の構

築と浸透・深化について 

6 月 30 日 第 1 回委員会開催 

｢オールしまね社協ブラン

ドの構築、浸透・深化」に

ついて、その考え方や具体

的な進め方等について協議 

 

7 月 9 日  第 2 回検討会開催 

（1）「オールしまね社協ブランド」の構

築と浸透・深化について 

12 月 14 日  第 3 回検討会開催 

（1）「オールしまね社協ブランド」の構

築に係る具体的な方策について 

（2）今後のスケジュールについて 

1 月 19 日 第 2 回委員会開催 

｢オールしまね社協ブラン

ドの構築」について、来

年度以降の具体的な取り

組みについて協議 

 

3 月  第 4 回検討会（書面審議） 

（1）「『オールしまね社協ブランド』

の構築について」最終とりまとめ 
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「オールしまね社協ブランディング検討会」委員等名簿 

○委員 

選出区分 氏名 所属・役職 備考 

地域福祉 

推進 

委員会 

委員 

大森 康正 出雲市社会福祉協議会 常務理事 座⾧ 

兒島 智和 美郷町社会福祉協議会 事務局⾧   

前原 洋子 知夫村社会福祉協議会 事務局⾧   

市町村 

社協 

職員 

中島 大棋 
松江市社会福祉協議会 

地域福祉課地域福祉係 主事 
  

河野 良平 
浜田市社会福祉協議会 

三隅支所地域福祉係 係⾧ 
  

飯田 啓介 
大田市社会福祉協議会 

地域福祉課福祉推進係⾧ 
  

 

○外部委員 

氏名 所属・役職 備考 

⾧浜 洋二  モジョコンサルティング合同会社 代表   
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